
東広島市図書館サービス計画（第３期）（案）の概要

図書館はこれまで担ってきた図書等の資料の収集・整理・保存・提供だけでなく、仕事や
暮らしの課題解決の場として、地域の情報拠点として、居場所や交流の場として、まちの賑
わい創出の場として、その役割の重要性は一層高まっています。
「人生100年時代」「超スマート社会（Society5.0）」に向けた社会の大きな転換期にある

中、社会環境の変化をふまえた図書館の役割や課題を整理し、その目指すべき姿を明確
にして、図書館サービスを計画的に向上させることを目的として、東広島市図書館サービ
ス計画（第3期）を策定します。

策定の背景・目的

本計画は、図書館法第７条の２の定めにより文部科学省が告示した図書館の設置及び

運営上の望ましい基準（平成24年）に基づき策定するもので、第五次東広島市総合計画、
東広島市教育大綱、第3期東広島市教育振興基本計画、第2期東広島市生涯学習推進計
画、学びのキャンパス推進事業における行動計画などの関連計画と整合を取りながら推進
するものです。

成果指標

つながり紡ぎだす図書館へ

１．役立つ図書館
２．つながる図書館
３．はぐくむ図書館
４．地域の図書館

基本理念 基本方針

つむ

１．利用者の多様なニーズへの対応

２．読書活動の推進
３．情報活用能力の向上・探究的学びの支援
４．図書館の特徴化とアウトリーチサービスの充実

これからの東広島市立図書館に求められるもの

５．中央図書館の拠点機能の拡充
６．地域づくりの支援
７．図書館の電子化
８．図書館職員の質の向上
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２．つながる図書館

１，役立つ図書館

３．はぐくむ図書館

４．地域の図書館

施策・取組

※ 【新】…第3 期計画において新規の取組がある項目
【拡】…第3 期計画において拡充の取組がある項目
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